
な顔でミスエンジェルに
たず

訊ねた。

「ねえ、私達は親友だよね？ 」

「もちろん！ 」

ミスエンジェルは
ちゅうちょ

躊躇なく答えた。

「じゃあ、あなたは誰？ 」

セレナはミスエンジェルのマスクを取ろうと

した。好奇心が頂点ちょうてんに達したから

だ。ミスエンジェルは
あと

後ずさりした。

「なんで？親友だったら、本当の姿を教えて

よ！あなたが誰なのか知りたかっただけなの

に」

セレナが
ふ ゆ か い

不愉快そうな口調で言うと、この一

言がミスエンジェルを刺激した。声を
あら

荒げた
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